









































（Adams et al., 2010）。それは，社内取締役は経営者（CEO）とより近い関係にあり，社外取締役の比率がよ
り大きいことは，経営者（CEO）からの独立性を取締役会がよりもつことを意味するからである。
経営者（CEO）から比較的独立している社外取締役の役割としては，経営の監督そしてアドバイザーの二つ

























では，企業間の共謀（collusion），協力と監視（cooperation and monitoring）, 正当性を示し良い評判を立て

















降に大きな発展がみられ，そうした手法の企業間ネットワークへの応用が求められている（Kim et al., 2016）。
本稿でも，社会ネットワーク分析の概念を用いて，役員兼任ネットワークの構造変化を明らかにする。



















社外取締役を媒介とした企業間のつながりのことである。ノードの集合は𝑁≡{1, 2, …, 𝑛} と示される。リンク
の集合も同様に𝐿として表記しておく。ここでの要素はノード番号の対で示され，たとえば 𝑖𝑗であれば，ノー























すると𝑔12𝑔21 +𝑔13𝑔31 +𝑔13𝑔32 +𝑔12𝑔23となり，ループも含みすべての，他の主体から主体１への距離
２の経路となっている。Mintz and Schwrtz （1985, p. 141）およびMizruchi （1996, p. 282）でも言及される
ように，役員兼任ネットワークとは，情報流通経路のネットワークとしてとらえられる。したがって，𝑮𝑘𝟏の第
























































































平均次数 1.66 2.26 
密度 0.00043 0.00061


























はじめに，Mintz & Schwartz （1985）で示された，1962年の米国企業における固有ベクトル中心性の順位




企業名 固有ベクトル中心性 業種 次数 次数順位
Morgan Guaranty Trust 金融業 72 2
Chase Manhattan Bank 数値の記載なし 金融業 66 5
Equitable Life Assurance 金融業 75 1
Chemical Bank of New York 金融業 70 3
New York Life 金融業 61 6
Firs National City Bank 金融業 69 4
Metropolitan Life 金融業 51 13
Southern Pacific Railroad 50 14
Mellon National Bank and Trust 金融業 59 7
Manufactures Hanover 金融業 59 7
American Telephone and Telegraph 情報通信業 43 30
Pennsylvania Railroad 49 15
Insurance Company of North America 金融業 52 11
Banker Trust 金融業 55 9
General Electric 製造業 40 33
United States Steel 37 42
Westinghouse Electric 製造業 44 28
Irving Trust 金融業 48 17
Harris Trust 金融業 54 10



















企業名 次数 業種 ボナチッチ中心性 固有ベクトル中心性
トヨタ自動車 25 製造業 14.29 0.2291 
富士急行 23 17.06 0.2737 
ソニー 22 製造業 13.40 0.2149 
古河電気工業 18 11.25 0.1804 
日立製作所 18 製造業 2.78 0.0447 
東京急行電鉄 18 8.15 0.1308 
阪急阪神ホールディングス 18 7.77 0.1247 
フジテレビジョン 16 情報通信業 6.45 0.1034 
三井物産 16 7.40 0.1187 
三井住友フィナンシャルグループ 16 金融業 9.89 0.1587 
東京海上ホールディングス 16 金融業 4.46 0.0715 
関西電力 16 6.48 0.1039 
フジタ 15 1.08 0.0173 
富士電機ホールディングス 14 製造業 10.70 0.1716 
カスミ 14 2.97 0.0477 
ふくおかフィナンシャルグループ 14 金融業 6.19 0.0993 
名古屋鉄道 14 5.24 0.0841 
中部日本放送 14 情報通信業 4.84 0.0776 
損保ジャパン 13 金融業 7.36 0.1181 
東武鉄道 13 4.89 0.0784 
近畿日本鉄道 13 2.57 0.0412 
京阪電気鉄道 13 0.99 0.0158 
朝日放送 13 情報通信業 4.07 0.0653 
東急レクリエーション 13 6.20 0.0994 
東京ドーム 13 6.62 0.1062 
帝国ホテル 13 6.92 0.1111 























企業名 ボナチッチ中心性 固有ベクトル中心性 業種 次数
富士急行 17.06 0.2737 23
トヨタ自動車 14.29 0.2291 製造業 25
ソニー 13.40 0.2149 製造業 22
古河電気工業 11.25 0.1804 18
富士電機ホールディングス 10.70 0.1716 製造業 14
三井住友フィナンシャルグループ 9.89 0.1587 金融業 16
日本ゼオン 9.31 0.1494 9
ＡＤＥＫＡ 9.15 0.1468 10
横浜ゴム 9.03 0.1448 10
日本通運 8.63 0.1384 8
東京急行電鉄 8.15 0.1308 18
阪急阪神ホールディングス 7.77 0.1247 18
三井物産 7.40 0.1187 16
損保ジャパン 7.36 0.1181 金融業 13
帝国ホテル 6.92 0.1111 13
西日本旅客鉄道 6.75 0.1083 12
小田急電鉄 6.67 0.1070 11
松下電器産業 6.63 0.1063 製造業 10
東京ドーム 6.62 0.1062 13





企業名 次数 業種 ボナチッチ中心性 固有ベクトル中心性
三菱商事 17 0.067 0.0011 
帝国ホテル 17 0.058 0.0009 
パナソニック 17 製造業 0.049 0.0008 
近鉄グループホールディングス 16 0.021 0.0003 
関西電力 16 0.017 0.0003 
ＩＨＩ 15 製造業 0.027 0.0004 
イオン 15 0.025 0.0004 
アシックス 15 0.022 0.0004 
トランスコスモス 14 1.107 0.0182 
コマツ 14 製造業 0.101 0.0017 
日本取引所グループ 14 金融業 0.043 0.0007 
三井物産 14 0.028 0.0005 
ＵＳＥＮ－ＮＥＸＴ　ＨＯＬＤＩＮＧＳ 13 情報通信業 3.432 0.0564 
ファーストリテイリング 13 0.092 0.0015 
ＴＤＫ 13 製造業 0.046 0.0008 
ゆうちょ銀行 13 金融業 0.026 0.0004 
住友化学 13 0.025 0.0004 
三菱総合研究所 13 情報通信業 0.019 0.0003 
サトーホールディングス 13 製造業 0.016 0.0003 
ＧＭＯクラウド 12 情報通信業 19.928 0.3273 
ＧＭＯペイメントゲートウェイ 12 情報通信業 19.864 0.3262 
グリー 12 情報通信業 1.040 0.0171 
味の素 12 0.096 0.0016 
ソニー 12 製造業 0.060 0.0010 
キリンホールディングス 12 0.046 0.0008 
三菱自動車 12 製造業 0.045 0.0007 
ＡＮＡホールディングス 12 0.040 0.0006 
富士急行 12 0.031 0.0005 
京浜急行電鉄 12 0.026 0.0004 
ゼンショーホールディングス 12 0.021 0.0003 
横浜ゴム 12 0.019 0.0003 
阪急阪神ホールディングス 12 0.019 0.0003 
エイチ ・ ツー ・ オー　リテイリング 12 0.012 0.0002 
セーレン 12 0.007 0.0001 











































企業名 ボナチッチ中心性 固有ベクトル中心性 業種 次数
ＧＭＯクラウド 19.93 0.3273 情報通信業 12
ＧＭＯペイメントゲートウェイ 19.86 0.3262 情報通信業 12
ＧＭＯメディア 19.31 0.3171 10
ＧＭＯリサーチ 19.26 0.3162 情報通信業 10
ＧＭＯペパボ 19.03 0.3125 情報通信業 9
ＧＭＯアドパートナーズ 19.03 0.3125 9
ＧＭＯ　ＴＥＣＨ 19.03 0.3125 9
ＧＭＯインターネット 19.03 0.3125 情報通信業 9
ネクシィーズグループ 18.01 0.2957 11
ＧＭＯフィナンシャルホールディングス 17.42 0.2861 金融業 9
ＵＳＥＮ－ＮＥＸＴ　ＨＯＬＤＩＮＧＳ 3.43 0.0564 情報通信業 13
Ｄ． Ａ． コンソーシアムホールディングス 3.05 0.0501 7
エレマテック 2.96 0.0486 5
三栄コーポレーション 2.93 0.0481 4
バルニバービ 2.85 0.0467 6
キャリア 2.74 0.0451 5
ポーラ ・ オルビスホールディングス 2.63 0.0432 3
エリアリンク 2.32 0.0381 2
アストマックス 2.24 0.0368 金融業 4
































































クの構造がどのようにして形成されるのかという実証研究も求められる。Stochastic Actor-oriented models 
やExponential Random Graph Moldelsといった手法を用いれば，こうした分析も可能となる（Robins et al., 
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